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アンモニア微量定量法
f 千葉大学医学部医化学教室(主任 赤松教授〉J 
勝 叉一郎 
ICHIRO KATSUMATA 
)， ，)BYlne1，及び、Conwayアレモュア微量定量法としては， Abelin2 Borsook及び Dubnoff培〉 
Kinsey及び Robinson4 等の滴定法， Koch. Me Meekin5 ) )， Gentz-，Baπete))，Wu6及び、Folin
kow8)及び、 Masen等の Nessler法及び vanSlyke及び、 Hil1erO)，Borsook10)，Russell11)等の
フェノ戸ル・ヒポグロリット法がある。
滴定法にては稀薄規定液の補正係数 (Factor)を厳密に定めるを要ナるほか， pH計， ミグ
ロピュ戸レ v ト (Borsook及び Dubnoff3うの如き特殊た装置を必要とナるとともあり，実施
は必ヂしも察易とは言い難い。
比色法のうち Nessler法にて除呈色液がしばしば樹濁ナるほか， アンモユずが微量なる揚
合に発現する黄色ほ Pulfrich光度計で測定ナるに習熟を要する不利がある。
とれに対して， フェノ{ル・ヒポグロリット法はその発現色が測定し易い安定なる青色で，さ
らに呈色液中に淘濁を生ヂるととがなく，アンモユア微量定量法としては最も趨当であるが，
既に報告された諸家の方法にも欠点がないわけではない。すたわち， van Siyke及び、回ler
は，カリウムヒポクロリ、yトとフzノ...Jレとを苛性ソ戸ダアルカリ性で力n温しつつアンモニアと
反応せしめて，インドフェノ{ル生成を行った。その呈色は冷却後 7分で最高値を示ナが，不
安定で， 1時間には 95.-90%に低下ナる。 Borsookは試薬を加えた溶液を加熱せ?に 370C tc. 
50分保つととによっ‘て， van Slyke及び Hiller法よりも 10%高くまた 1時間安定怒る吸光度
を得た。カリウムヒポクロリ吋トは vanSIyke及び HilIerの揚合と同様にカルシウムヒポグ
ロリ v ト及び炭酸カりから調製せねばなら訟かった。 Russel1は Borsook法のフェノ戸ル苛性
ソ戸グ液のアルカり度を低め， 5分分間加熱するととによって， Eorsook法よりも吸光度を高
めたが，カリウムヒポグロリ v トを用いるのは， van Slyke及び Hiller，Bosrool王，の揚合と同
様であった。
荘、はま?との不{更を避けて， ヒポグロリ、y トを漂白粉と茨酸カりとから調製ナるととなく，
市販のアンチホルミンを， とれが充分な-る有効グロ{ルを含有しているので， そのまま供試
し，たお時比混入せるカルシウムを除くために，更にとのアンチホルミン液に茨酸ソ{ダ液を
混じて，その上清を使用し?と。たおアジモニアの損失を防ぐため呈色操作を低温で行い， また
7，ンチホルミン混液に先だって重曹液を加え， とれとアンチホルミン混液中の茨酸ソ{ダとに
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より呈色を略々一定の pHK綾衡したる溶液中にで仔わしめた。
きたに詳細に記述ナるアンモニア比色定量法を直ちに生物学的試験液に実施するととは出来な
い。何とたれば， 蛋白質， アミノ酸がアンモユアと同様にイシ l~ フェノ F・・ル青色素を生成ナ
る古玉らである。ゆえに， ウレア{ぜ， その他の酵素により遊離されたアンモユア段， Conway 
Borsook，Borsook 及び Dubnoff等と同様に Conwayのシャーレを用いて稀硫酸液中に拡散
せしめる操作を必要とするO とれらの実施政次報に記述する。
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アンモェアの比色定量をヒポグロり、y トとして市販のアンチホルミンを用いつつ，操作の簡
易化をはかった。
アンモユアを低温で霊普及び炭酸ソ{ダで略々一定の pHに緩衝しつつ， アンチホルミンを
， 用いてブ x ノ{ルと反応せしめ，守発現ずるイン 1~ フェノ戸ル青色を Pulfrich 光度計で鴻光板 
561を用いて行った。発現せる青色は試薬添加l後10分"-'20分で最高とたり， 以後少くとも 
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支 蹴 
1) Conway，E. J.，Byrne，A.: Biochem. J. 4) Kinsey，V. E.， Robinson，p.: J. bioI. 
27，419，1933. Chem. 162，325，1946. 
2) Abelin，1.: Biochem. Z. 297，203 ，1938. 5) Koch，F. C.，Mc Meekin，T. L.: .J.amer. 
3) Borsook，H.，Dubnoff，J. W.: J; biol. Chen. Soc. 46，2066，1924. 
B 
C 
硫安3mlを同時に墨色し，試薬添加後水で稀釈せず
にに測定すれば aは試薬添加後 10分で， b及び Cは 
20分で吸光係数が最高に達し，段後2時間宇は一定
であった。〈表.3) く図表3)
試薬添加後 20分で金量10m!に稀釈したとして
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